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研究主題

言葉による見方・考え方を働かせ，

正確に理解し表現する資質・能力を

育成するための指導方法とその評価

―新学習指導要領の全面実施にむけて―
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研究の内容

〇「書くこと」領域における，資質・能力を

育成するための指導方法の工夫と検証。

〇新学習指導要領を踏まえた学習評価の工夫。
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前年度の課題

●単元及び年間計画の目標の明確化が不十分。

●生徒と教員との目標の共有が不十分。

●学習評価の客観性の確保が不十分。

●「語彙」に関する，学年段階に応じた手立ての検討が必要。
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目標や評価に関する課題

「語彙」に関する課題



１ 目標や評価に関する取組

１－１ 振り返りの工夫

１－２ 評価の工夫

２ 「語彙」に関する取組

２－１ 日常的な取組

２－２ 「書くこと」と関連させた取組

３ 各学年の授業実践

４ 成果と課題
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１－１ 目標や評価に関する取組：振り返りの工夫

6 7 9 11 1
言葉を選ぼう（「伝わる」表現とは何か
を考え、選んだ言葉についてわかりやす

く説明しよう）

文章の形態を選んで書く（思い出に残っ
た出来事を文章にしよう）

推敲して文章を整える（書いた文章を推
敲しよう）

魅力的な紙面を作ろう（新型コロナ感染
症に対する，考えを伝えるための紙面を

編集しよう）

説得力のある文章を書こう（批評文を書
こう）

①題材の設定・
　情報の収集・
　内容の検討

②構成の検討

③考えの形成・
　記述

④推敲

⑤共有

資
質
・
能
力

ア
～
オ

「書くこと」単元



振り返り① 各時での振り返り
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「書くこと」の評価規準を
ふまえた単元のねらい

単元のねらいを達成するために
「本時で取り組むこと」
「振り返り」
「次時で取り組むとよいこと」

１－１ 目標や評価に関する取組：振り返りの工夫



振り返り② 各単元の振り返り
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「書くこと」の評価規準を
ふまえた単元のねらい

「できるようになったこと」
「工夫しようとしたが十分では
なかったこと」について、
具体的に記入する。

１－１ 目標や評価に関する取組：振り返りの工夫



振り返り② 各単元の振り返り
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１－１ 目標や評価に関する取組：振り返りの工夫



学習評価の工夫①
6 7 9 11

言葉を選ぼう（「伝わる」表現とは何か
を考え、選んだ言葉についてわかりやす

く説明しよう）

文章の形態を選んで書く（思い出に残っ
た出来事を文章にしよう）

推敲して文章を整える（書いた文章を推
敲しよう）

魅力的な紙面を作ろう（新型コロナ感染
症に対する，考えを伝えるための紙面を

編集しよう）

①題材の設定・
　情報の収集・
　内容の検討

伝えたい人や伝えたいことに

応じて，伝える方法・形式を

客観的に考えることができ

た。

伝えたいテーマに沿って自分が特に

言いたい題材を決め、それについて

様々な記事を読み比べ、より信頼性

が高いものにできた。伝えたいテー

マと記事のつながりが少し分かりに

くくなってしまった。

②構成の検討

その時の心情を表現するため

に、「口調」や「擬態語を入れ

る」などを工夫した。また，場

面の移り変わりの場所を考えた

り、構成を工夫したりした。

③考えの形成・
　記述

いつもは抽象的で曖昧な言葉を

使いがちだが、今回はそのよう

な言葉を極力使わないように心

がけた。考えが伝わる文章にす

るために、文章の順番を考えら

れたと思うのでよかった。

④推敲

自分で見返している時には気づきに

くい改善点を、他の人の文章を読む

ことで見つけることができた。他の

人の文章を読むと、自分が書く時難

しかった部分で直すべき所が見つけ

られた。

⑤共有

文法上の誤りや誤字・脱字はも

ちろん、どのように段落分けす

ればよいかなどを助言から考え

ることができた。その上で良い

点を見つけ、さらに良くしよう

と工夫することができた。

「イ 構成の検討」
その時の心情を表現するために、
「口調」や「擬態語を入れる」
などを工夫した。また，場面の
移り変わりの場所を考えたり，
構成を工夫した。
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１－２ 目標や評価に関する取組：評価の工夫

「オ 共有」
文法上の誤りや誤字・脱字はもちろん，
どのように段落分けすればよいかなど
を助言から考えることができた。その
上で良い点を見つけ，さらに良くしよ
うと工夫することができた。



学習評価の工夫②
6 7 9 11

言葉を選ぼう（「伝わる」表現とは何か
を考え、選んだ言葉についてわかりやす

く説明しよう）

文章の形態を選んで書く（思い出に残っ
た出来事を文章にしよう）

推敲して文章を整える（書いた文章を推
敲しよう）

魅力的な紙面を作ろう（新型コロナ感染
症に対する，考えを伝えるための紙面を

編集しよう）

①題材の設定・
　情報の収集・
　内容の検討

伝えたい人や伝えたいことに

応じて，伝える方法・形式を

客観的に考えることができ

た。

伝えたいテーマに沿って自分が特に

言いたい題材を決め、それについて

様々な記事を読み比べ、より信頼性

が高いものにできた。伝えたいテー

マと記事のつながりが少し分かりに

くくなってしまった。

②構成の検討

その時の心情を表現するため

に、「口調」や「擬態語を入れ

る」などを工夫した。また，場

面の移り変わりの場所を考えた

り、構成を工夫したりした。

③考えの形成・
　記述

いつもは抽象的で曖昧な言葉を

使いがちだが、今回はそのよう

な言葉を極力使わないように心

がけた。考えが伝わる文章にす

るために、文章の順番を考えら

れたと思うのでよかった。

④推敲

自分で見返している時には気づきに

くい改善点を、他の人の文章を読む

ことで見つけることができた。他の

人の文章を読むと、自分が書く時難

しかった部分で直すべき所が見つけ

られた。

⑤共有

文法上の誤りや誤字・脱字はも

ちろん、どのように段落分けす

ればよいかなどを助言から考え

ることができた。その上で良い

点を見つけ、さらに良くしよう

と工夫することができた。
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１－２ 目標や評価に関する取組：評価の工夫

「ア 題材の設定・情報の収
集・内容の検討」(6月)
伝えたい人や伝えたいことに応
じて，伝える方法・形式を客観
的に考えることができた。

「ア 題材の設定・情報の収集・内容の検
討」(11月)
伝えたいテーマに沿って自分が特に言いた
い題材を決め，それについて様々な記事を
読み比べ，より信頼性が高いものにできた。
伝えたいテーマと記事のつながりが少し分
かりにくくなってしまった。



6 7 9 11
言葉を選ぼう（「伝わる」表現とは何か
を考え、選んだ言葉についてわかりやす

く説明しよう）

文章の形態を選んで書く（思い出に残っ
た出来事を文章にしよう）

推敲して文章を整える（書いた文章を推
敲しよう）

魅力的な紙面を作ろう（新型コロナ感染
症に対する，考えを伝えるための紙面を

編集しよう）

①題材の設定・
　情報の収集・
　内容の検討

伝えたい人や伝えたいことに

応じて，伝える方法・形式を

客観的に考えることができ

た。

伝えたいテーマに沿って自分が特に

言いたい題材を決め、それについて

様々な記事を読み比べ、より信頼性

が高いものにできた。伝えたいテー

マと記事のつながりが少し分かりに

くくなってしまった。

②構成の検討

その時の心情を表現するため

に、「口調」や「擬態語を入れ

る」などを工夫した。また，場

面の移り変わりの場所を考えた

り、構成を工夫したりした。

③考えの形成・
　記述

いつもは抽象的で曖昧な言葉を

使いがちだが、今回はそのよう

な言葉を極力使わないように心

がけた。考えが伝わる文章にす

るために、文章の順番を考えら

れたと思うのでよかった。

④推敲

自分で見返している時には気づきに

くい改善点を、他の人の文章を読む

ことで見つけることができた。他の

人の文章を読むと、自分が書く時難

しかった部分で直すべき所が見つけ

られた。

⑤共有

文法上の誤りや誤字・脱字はも

ちろん、どのように段落分けす

ればよいかなどを助言から考え

ることができた。その上で良い

点を見つけ、さらに良くしよう

と工夫することができた。

学習評価の工夫③

１年次 ２年次 ３年次
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１－２ 目標や評価に関する取組：評価の工夫

三年間の「学びの見通し」「学びの成果」
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日常的な取組
学年カラーの語彙ノート

１ページ２語 １冊200語

２－１ 語彙に関する取組：日常的な取組

2年生の記述

３年生の記述
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作家ガイドで使いたい抽象的な概念を表す語句

珠玉 心の琴線 架空 発想 思想
固執 差異 対極 特徴 感化 同調
共感 共鳴 叫喚 怒濤 展開 予想外
想定 志向 綿密 率直 真髄 柔和
形骸化 畏敬 精緻 葛藤 拒絶
愚直 確執 倫理 自嘲 欠如 後悔 衝撃
衝動 波紋 遺憾 郷愁 失意 屈指 荒廃
論旨 哀愁 危惧 神秘 刺激 密接 継承
実感 苦悩 痛感 偏見 価値観 豪快
信仰 寛大 素朴 純朴 など

日常的な取組 「書くこと」と関連させた取組
学年カラーの語彙ノート

１ページ２語 １冊200語

作家ガイドで使いたい抽象的な概念を表す語句

作家ガイドでの生徒の記述

２－２ 語彙に関する取組：「書くこと」と関連させた取組
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単元の目標

１ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，慣用句や四字

熟語などについて理解を深め，話や文章の中で使うとともに，和語，

漢語，外来語などを使い分けることを通して，語感を磨き語彙を豊かに

することができる。 〔知識及び技能〕(1)イ

２ 目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，

集めた材料の客観性や信頼性を確認し，伝えたいことを

明確にすることができる。

〔思考力・判断力・表現力等〕Ｂ(1)ア

３ 表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，

自分の考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫

することができる。

〔思考力・判断力・表現力等〕Ｂ(1)ウ

３－１ 各学年の授業実践：魅力的な記事を書こう（３年）
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①目的にあわせて社会生活の中から題材
を決め，集めた材料の客観性や信頼性
を確認し，伝える内容を明確にする。
③表現の仕方を考えたり資料を適切に引
用したりするなど，自分の考えが分か
りやすく伝わる文章になるように工夫
する。

３－１ 各学年の授業実践：魅力的な記事を書こう（３年）

授業風景(写真)
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３－１ 各学年の授業実践：魅力的な記事を書こう（３年）

授業風景(動画)
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３－１ 各学年の授業実践：魅力的な記事を書こう（３年）

グループで伝えたいことは本当に一致し
ているかを確かめる。
→ 伝えたいことを固め，筋道立てて説明
できるようにする。そこから必要な情報
がみえてくると思う。

下書きを見て，論理的におかしなところ
はないか，修正する。
→ 文章の工夫についてもアドバイスでき
た。各自で担当したので，つなぐ部分を
どうするか時間がかかってしまった。
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３－１ 各学年の授業実践：魅力的な記事を書こう（３年）

資料の数値を効果的に使用し，
（ただ羅列するのではなく，強調
したいことに関する部分を取り上
げる）警告したいときは日常生活
ではあまり使わないような緊迫感
漂う言葉，呼びかけるときはなじ
み深い言葉を使用するようにした。
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単元の目標

１ 抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，類義語や対

義語，同音異義語や多義的な意味を表す語句などについて

理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語

彙を豊かにすることができる。〔知識及び技能〕(1)エ

２ 目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，多様

な方法で集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にする

ことができる。〔思考力・判断力・表現力等〕Ｂ(1)ア

３ 表現の工夫とその効果などについて，読み手からの助言な

どを踏まえ，自分の文章のよい点や改善点を見いだすこと

ができる。 〔思考力・判断力・表現力等〕Ｂ(1)オ

３－２ 各学年の授業実践：「推し」の作家ガイドを作ろう（２年）



単元のねらい

〇作家の情報を観点を

決めて集め，整理す

ることができる。

〇「推し」である理由

が明確である。
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３－２ 各学年の授業実践：「推し」の作家ガイドを作ろう（２年）

自分のガイドは主観的な意見
が多いとわかった。

他の人にインタビューし，他の人か
らの感想をのせることができ，作者
のイメージがつかみやすくなった。授業風景(写真)
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３－２ 各学年の授業実践：「推し」の作家ガイドを作ろう（２年）



３－２ 各学年の授業実践：「推し」の作家ガイドを作ろう（２年）

○単元のねらい

自分のガイドのよい点や改善点を見いだすことができる。
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単元の目標
・事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，話や文章の中で使
うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。

〔知識及び技能〕 (1)ウ
・目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料を整
理し，伝えたいことを明確にすることができる。

〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(1)ア
・根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるよう工夫する
ことができる。 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(1)ウ
・言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし，我が国の言語文
化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。

「学びに向かう力，人間性等」

３－３ 各学年の授業実践：ボキャノレポートを書こう（１年）
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３－３ 各学年の授業実践：ボキャノレポートを書こう（１年）

①目的にあわせて題材を決め，集めた材料を整理し，伝
える内容を明確にする。

③根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章にな
るように工夫する。
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３－３ 各学年の授業実践：ボキャノレポートを書こう（１年）

レポートの下書きをクラスで確認している様子
他の生徒からのアドバイスをもとに、自分のレポートの
下書きに赤ペンで改善事項を記したもの

授業風景(写真)
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３－３ 各学年の授業実践：ボキャノレポートを書こう（１年）
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３－３ 各学年の授業実践：ボキャノレポートを書こう（１年）

「考察」の部分に，調べ
た事実のみを書いている。

自分の予想を述べ，調べ
たことを根拠として「考
察」としている。



○振り返りの活用により，単元における目標を明確化し，生徒

自身が達成に向けて学習の状況を自覚することができた。

○生徒の学習の様子を把握しやすくすることで，評価や授業改

善の手立てとすることができた。

○「語彙」に関する，学年段階に応じた手立てについて検討・

実施できた。

●振り返りの形式を，より使いやすいものに改善していく必要

がある。
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４ 成果と課題


